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論文内容の要 t::=. 
自

本論文は送電線のコロナによる障害，特にコロナ雑音について基礎的な研究を行なった結果をまと

めたもので， 7 章からなっている。

第 1 章では送電線のコロナ現象による種々な問題点をあげ，本論文の究明せんとする諸点を述べて

いる。

第 2 章はコロナ雑音の基が送電線上の各所に発生するコロナパノレスであることから出発して，コロ

ナパルスの大きさとその発生ひん度に重点をおき，屋外試験線を用いて実験を行ない，検討を加えて

いる。その結果，印加電圧と発生するコロナパルスの大きさとの関係を明らかにし，さらに交流電圧

の位相と発生するコロナパルスとの関係を明らかにしている。またコロナ雑音の周波数特性と，線路

と直角方向に離れたときの減衰特性についても検討している。

第 3 章ではがいし装置におけるしゃへい金具のコロナについて基礎的な研究を行なうために，かど

形円筒，かど形球を試作し，それから発生するコロナパルスの分布特性について種々検討を加えてい

る。その結果しゃへい金具の素導体径が大きいほど発生するコロナノマノレスの波高値が大きく，素導体

表面の最大電位傾度が等しい場合，コロナ雑音は素導体径の 2--3 乗に比例するととを明らかにし，

しゃへい金具としては，素導体径の大きさをできるだけ細くして金網状のものを使用したがよいこと

を提案している。

第 4 章では直流コロナ雑音が交流コロナ雑音とととなり，降雨時にかえって小さくなるととを明ら

かにするため，空間電荷とコロナパルスの分布特性の関係を研究し，直流印加時には，コロナ放電に

よる電荷が，電線の周囲を残留空間電荷として取りまくため，コロナストリーマの伸展が抑制され発

生するコロナノマノレスが小さくなるためであるととを明らかにしている。

第 5 章ではコロナ雑音の変電所通過の問題を，サージ模擬計算盤を用いて種々検討している。その
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結果， コロナ雑音が変電所を通過する際の減衰量に最も大きな影響を与えるのは静電形電圧変成器

(PD) で，最適な PD の位置を明らかにし， 送電線におけるコロナ雑音阻止回路の設置位置につい

ても検討を加えている。

第 6 章では降水時のコロナ担について検討しており，降水時コロナ損が降水量数 mm/時以上で飽

和する現象を，水滴の成長過程と電界弱め作用で説明し，水滴を突起で模擬し，突起数とコロナ損の

関係、はほぼ降水量とコロナ損の関係と同様であり，突起数とコロナ雑音との関係は，ある程度放電が

進むと，突起数の 0.5 乗に比例することを明らかにしている。

第 7 章では第 6 章までの結果をまとめている。

論文の審査結果の要旨

本論文は送電線のコロナ雑音が， 送電線上の各所に発生するコロナパルスが基になることに着目

し，各種の状態に応ずるコロナパルスの大きさと発生数の関係を検討し，コロナ雑音現象を基本的に

解明している。このような理論的考えから出発して， しゃへい金具としては従来用いられている太い

金具よりも，素導体径の細い金網状のものがコロナ雑音防止上有利である乙とを提案し，これを実証

している。

送電線のコロナ雑音はコロナパノレスによる線路上の進行波が問題となるので，送電系統でコロナ雑

音進行波の伝播する様子を明らかにし，阻止回路を設ける場合の考え方を明らかにしている。

また直流コロナ雑音は，交流の場合と異なり，降水時に小さくなる乙とに着目して，その理由を明

らかにしている。

以上の結果は送電線のコロナ雑音の実態を明らかにし，各種の状態に応ずるコロナ雑音の予測にも

重要な役割を果すものであり，直流コロナ雑音の研究結果は直流送電の開発にも役立つものである。

したがって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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